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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　前記撮像手段によって撮影された画像を表示する表示手段と、
　前記撮影された画像を、接続された外部機器に表示させるべく出力する出力手段と、
　前記表示手段に表示される画像もしくは前記出力手段で出力される画像の縮小率を操作
するズームキーを備えた、外部機器と接続可能な撮像装置であって、
　外部機器と接続された場合は、前記ズームキーで操作された画像の縮小率が所定の値よ
り小さいか否かを判断し、前記縮小率が前記所定の値より小さい場合は、前記出力手段で
出力される画像は前記縮小率で縮小表示されるよう制御すると共に前記表示手段に表示さ
れる画像は縮小表示しないよう制御する制御手段を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記ズームキーにより一定の縮小率を超える縮小操作がされた場合に
、前記外部機器に表示される画像に重畳する文字情報を、前記画像の縮小により使用しな
くなった表示領域へ表示するよう制御することを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記文字情報は、タイムコード、撮影日時、記録フォーマット、メディア情報及び電池
残量を含むことを特徴とする請求項２記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、撮像装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置としてのデジタルビデオカメラとテレビ・モニター等の外部機器を接続し、撮
影（撮像）した画像を外部機器で視聴するというシステムがある。さらに、画像の細部を
確認したいときや、特定の一箇所を集中して見たい場合に、デジタルビデオカメラ側の出
力映像をビデオカメラ内の映像処理回路で拡大処理し、外部機器へ出力するという技術が
ある。この外部出力映像信号の拡大に関しては、様々な先行技術が公開されている（例え
ば特許文献１）。
【０００３】
　一方、近年では、液晶テレビやプラズマディスプレイ等の薄型化・軽量化・低価格化に
よりテレビの大画面化が進んでいる。それに伴い、デジタルビデオカメラと大画面モニタ
ーを接続して、撮影した画像を再生し視聴するケースが増えている。
【特許文献１】特開２００６－８０９１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記のように、デジタルビデオカメラと大画面モニターを接続して、撮影した
画像を再生し視聴するケースにおいては以下の問題が発生する。
【０００５】
　まず一点目は、映像の解像感の低下である。一般的に普及しているデジタルビデオカメ
ラの記録方式であるＳＤフォーマットでは、２８型程度のモニターであればある程度の解
像感があると言えるが、３２型～５０型のサイズでは十分な解像感が得られるとはいい難
い。
【０００６】
　さらに、近年普及率を上げているＭＰＥＧ圧縮した映像をＤＶＤに記録するＤＶＤビデ
オカメラ等では、ＭＰＥＧ圧縮特有のブロックノイズが目立ってしまうことがある。
【０００７】
　以上のように大画面モニターでは映像の解像感が低下することがある。
【０００８】
　二点目は、映像の安定感の低下である。従来からビデオカメラの課題として「手ブレ」
がある。ビデオカメラには様々な手ブレ補正機能を搭載してものもあるが、あくまで補正
機能であり完全に手ブレが記録画像に残らない訳ではない。
【０００９】
　大画面モニターでの再生はこの手ブレが視覚的にさらに強調されて感じることになる。
さらに、プロのカメラマンではなく一般ユーザー、特に撮影に不慣れなユーザーの撮影は
パン・チルト・ズームの多用により画角の急変の頻度が高い傾向がある。このような画角
の急変等も、大画面モニターではさらに視覚的に強調されてしまう。
【００１０】
　以上のように、大画面モニターでは手ブレや頻繁な画角急変が強調されるので映像の安
定感が低下することがある。
【００１１】
　三点目は、大画面モニター全体で再生する画像を見る必要がない場合があるということ
である。テレビの薄型化・軽量化・低価格化により、従来よりも比較的狭いスペースにテ
レビを置くケースが増えている。
【００１２】
　そのため、大画面モニターに対して比較的近距離で観賞することや、大画面モニターを
一人で見るケースが存在すると考えられる。このような場合、大画面モニター全体で再生
画像を見る必要がない場合がある。
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【００１３】
　大画面モニターにデジタルビデオカメラの外部出力を接続して再生画像を視聴する場合
は、以上述べたような問題が発生する。
【００１４】
　本発明の目的は、大画面モニターでの視聴による画像の解像感低下・安定感低下を軽減
し、さらにユーザーの必要十分な画像サイズで視聴が可能となる撮像装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、撮像手段と、前記撮像手段によって
撮影された画像を表示する表示手段と、前記撮影された画像を、接続された外部機器に表
示させるべく出力する出力手段と、前記表示手段に表示される画像もしくは前記出力手段
で出力される画像の縮小率を操作するズームキーを備えた、外部機器と接続可能な撮像装
置であって、外部機器と接続された場合は、前記ズームキーで操作された画像の縮小率が
所定の値より小さいか否かを判断し、前記縮小率が前記所定の値より小さい場合は、前記
出力手段で出力される画像は前記縮小率で縮小表示されるよう制御すると共に前記表示手
段に表示される画像は縮小表示しないよう制御する制御手段を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の撮像装置によれば、大画面モニターでの視聴による画像の解像感低下・安定感
低下を軽減し、さらにユーザーの必要十分な画像サイズで視聴が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施の形態に係る撮像装置としてのデジタルビデオカメラの前面側斜
視図、図２は、本発明の実施の形態に係る撮像装置としてのデジタルビデオカメラの背面
側斜視図である。
【００１９】
　撮影した画像を外部機器へ外部出力映像信号として出力する機能を有するデジタルビデ
オカメラ１１は、図１に示す、レンズ１２、ズーム操作を行うズームキー１３、動画像や
静止画像のトリガーキー１４、各種メニューを切り替えるメニューキー１５を備える。ズ
ームキー１３は望遠側（図中Ｔ表記）、近傍側（図中Ｗ表記）の二つの操作を行うことが
できる。
【００２０】
　また、デジタルビデオカメラ１１は、図２に示す、撮影画像の確認や再生画像の視聴を
行うＬＣＤメインモニター２１、ＬＣＤファインダー２２、外部モニターへ映像出力を行
う外部映像出力端子２３を備える。
【００２１】
　図３は、図１のデジタルビデオカメラのブロック構成図である。
【００２２】
　以下、その構成を動作と併せて説明する。
【００２３】
　被写体像はレンズ１２を通り、撮像素子３２によって電気信号に変換され、カメラ信号
処理３３に入る。カメラ信号処理部３３で画質補正やノイズリダクションを施した電気信
号は、ビデオ信号処理部３４に入り、映像信号として処理され、記録メディア３５（磁気
テープ、ＤＶＤ、ＨＤＤ、半導体メモリ等）に対して記録、再生を行う。
【００２４】
　また、ビデオ信号処理部３４は、撮影画像の確認や再生画像の視聴を行うＬＣＤメイン
モニター・ＬＣＤファインダー部３６や外部映像出力部３７へ映像信号の供給を行う。さ
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らにビデオ信号処理部３４は、映像信号に文字情報（タイムコード・撮影日時・記録フォ
ーマット・メディア情報・電池残量等を含む）を重畳して出力する機能や、再生画像の拡
大処理・縮小処理を行う機能を持つ。
【００２５】
　デジタルビデオカメラは、上記の各構成部を制御するための制御部３８、制御部３８に
対して各種入力を行う操作入力部３９を備える。
【００２６】
　図４は、図３のデジタルビデオカメラによって実行される外部出力モード処理の手順を
示すフローチャートである。
【００２７】
　まず、外部機器との接続を検出し外部出力モードに入る、このとき縮小率が操作入力部
３９の専用のボタン（キー）やメニュー内のコマンドから設定されたとき、縮小率Ｒの指
定の有無を判断する（ステップＳ４１）。
【００２８】
　操作入力部３９は、外部出力映像信号が出力される際に縮小率を指定する指定手段とし
て機能する。ステップＳ４１は、指定手段により縮小率が指定されているか否かを判断す
る判断手段として機能する。
【００２９】
　縮小率Ｒが指定されない場合は（ステップＳ４１でＮＯ）、図５のように、縮小を行わ
ずにそのまま外部出力を行う（ステップＳ４８）。
【００３０】
　縮小率Ｒが指定された場合は（ステップＳ４１でＹＥＳ）、以下のように処理する。
【００３１】
　予め指定した閾値ａ（例えば０．７５、即ち７５％縮小）に対して１＞縮小率Ｒ＞閾値
ａの場合は（ステップＳ４２）、図６のように、外部出力映像信号の画像領域をＲ倍に縮
小する。このとき重畳する文字情報も含めて縮小して出力する（ステップＳ４３）。
【００３２】
　予め指定した閾値ｂ（例えば０．５、即ち５０％縮小）に対して閾値ａ≧縮小率Ｒ＞閾
値ｂの場合は（ステップＳ４４）、図７のように、重畳する文字情報を予め指定した位置
へ移動し、文字や記号の大きさも予め指定した大きさへ変更する。そして画像領域のみを
縮小率Ｒに応じて縮小する（ステップＳ４５）。
【００３３】
　閾値ｂ≧縮小率Ｒの場合は（ステップＳ４６）、図８のように、画像領域を閾値ｂ倍ま
での縮小で固定し、それ以下の縮小は行わない（ステップＳ４７）。
【００３４】
　ステップＳ４３、Ｓ４５、Ｓ４７は、判断手段により縮小率が指定されていると判断さ
れた場合に、外部出力映像信号の画像領域を指定された縮小率に縮小する縮小手段として
機能する。
【００３５】
　また、ステップＳ４５、Ｓ４７は、指定手段により一定の縮小率を超えた縮小率が指定
された場合に、外部出力映像信号に重畳する文字情報を、画像領域の縮小により使用しな
くなった領域へ移動する移動手段として機能する。ここで、文字情報は、タイムコード、
撮影日時、記録フォーマット、メディア情報及び電池残量を含む。
【００３６】
　上記のように、指定された縮小率に応じて外部出力映像信号の縮小、重畳文字情報の位
置を制御し、外部出力を開始する（ステップＳ４８）。また、外部出力中に縮小率Ｒを再
度指定する操作がなされた場合は（ステップＳ４９でＹＥＳ）、再度その縮小率に応じて
外部出力を制御する。
【００３７】
　また、外部出力中に縮小率Ｒを再度指定する操作がなされない場合は（ステップＳ４９
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でＮＯ）、外部出力（外部映像出力）を停止して（ステップＳ５０）、本処理を終了する
。
【００３８】
　また、上記（ステップＳ４３、Ｓ４５、Ｓ４７）のいずれにおいても、ＬＣＤメインモ
ニター２１、ＬＣＤファインダー２２への映像信号は縮小することなく、そのままの映像
信号を供給し表示する。
【００３９】
　ＬＣＤメインモニター２１、ＬＣＤファインダー２２は、判断手段により縮小率が指定
されていると判断された場合でも縮小しない画像を表示する表示手段として機能する。
【００４０】
　尚、このとき図９に示すように、縮小率を文字情報に追加してもよい。また、縮小率が
指定された場合の動作について説明したが、拡大率を設定された場合に関しては、縮小と
同様に、外部出力映像信号だけの再生画像拡大を行ってもよいし、ＬＣＤメインモニター
２１、ＬＣＤファインダー２２への映像信号も拡大しても構わない。
【００４１】
　尚、ビデオ信号処理部３４の性能次第では、連続的に画像の縮小が行えない場合等が想
定できる。このような場合には、数段階の縮小のみを受け付けるようにしてもよいし、予
め可能な縮小率をボタンやメニュー内に用意してもよい。
【００４２】
　本発明の実施の形態によれば、大画面モニターにデジタルビデオカメラ１１を接続して
外部出力画像を視聴する場合に、大画面モニターであるがゆえ生じる画像の解像感低下・
安定感低下を軽減することができる。また、大画面モニターの画面サイズに制限されるこ
となく必要十分なサイズで画像を視聴することが可能となる。
【００４３】
　また、デジタルビデオカメラの表示部（ＬＣＤメインモニター２１、ＬＣＤファインダ
ー２２）においては、画像を縮小しないことにより、表示部の視認性・操作性を保つこと
ができる。
【００４４】
　さらに、ある一定の縮小率を超えた縮小がなされた場合は、画像の表示領域を縮小した
ことにより発生する余白領域に重畳する文字情報を自動で移動することにより、再生画像
・文字情報ともに視認性を向上することができる。
【００４５】
　上記実施の形態では、ビデオ信号処理部３４に対する拡大縮小率指定を専用のボタンや
メニュー内のコマンドを用いたが、デジタルビデオカメラ１１の撮影時に使用する画角調
整用のズームキー１３を再生時に拡大縮小率指定部として使用することもできる。
【００４６】
　外部出力時の画像の拡大率指定を画角調整用のズームキー１３で操作するという公知の
方式に類似した操作系で、縮小率を制御でき、より直感的で分かりやすい画像拡大縮小操
作の操作系とすることができる。
【００４７】
　尚、ズームキー１３の操作量に対する縮小率の変化量の定義は様々なものが考えられる
が、例えば、ズームキー１３が望遠側（図中Ｔ表記）、近傍側（図中Ｗ表記）で保持され
た時間に応じて拡大・縮小することが考えられる。
【００４８】
　具体的には、望遠側に保持された時間をカウントし１秒経過毎に拡大率を＋１０％とし
、近傍側に保持された時間をカウントし１秒経過毎に縮小率を－１０％とする等が考えら
れる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施の形態に係る撮像装置としてのデジタルビデオカメラの前面側斜視
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【図２】本発明の実施の形態に係る撮像装置としてのデジタルビデオカメラの背面側斜視
図である。
【図３】図１のデジタルビデオカメラのブロック構成図である。
【図４】図３のデジタルビデオカメラによって実行される外部出力モード処理の手順を示
すフローチャートである。
【図５】図２のデジタルビデオカメラからから外部に出力される映像の表示例を示す図で
ある（１）。
【図６】図２のデジタルビデオカメラからから外部に出力される映像の表示例を示す図で
ある（２）。
【図７】図２のデジタルビデオカメラからから外部に出力される映像の表示例を示す図で
ある（３）。
【図８】図２のデジタルビデオカメラからから外部に出力される映像の表示例を示す図で
ある（４）。
【図９】図２のデジタルビデオカメラからから外部に出力される映像の表示例を示す図で
ある（５）。
【符号の説明】
【００５０】
１１　デジタルビデオカメラ
１２　レンズ
１３　ズームキー
２１　ＬＣＤメインモニター
２２　ＬＣＤファインダー
３２　撮像素子
３３　カメラ信号処理部
３４　ビデオ信号処理部
３５　記録メディア
３６　ＬＣＤメインモニター・ＬＣＤファインダー部
３７　外部出力映像出力部
３８　制御部
３９　操作入力部
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